
　

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝを含む農薬の
総使用回数

雪腐大粒菌核病

ふ枯病

斑葉病 ２５０～５００倍

なまぐさ黒穂病
１０００～
２０００倍

３回以内（種子への処理は１回
以内、散布は２回以内）

２回以内

１回

-

根雪前

は種前

６０～１５０Ｌ
/10a

乾燥種子１ｋｇ当
たり３０～５０ｍｌ

散布

塗沫処理

１０～３０分間
種子浸漬

種子吹き付け
処理又は塗

沫処理

麦類（小麦
を除く）

１０００倍

原液

１０倍

条斑病
斑葉病
網斑病

５倍
乾燥種子１ｋｇ当
たり１５～２５ｍｌ

乾燥種子１ｋｇ当
たり３～５ｍｌ

紅色雪腐病

サンケイ化学 農薬登録情報
ベフラン液剤２５

適用拡大登録取得のお知らせ

弊社取り扱い製品『ベフラン液剤２５』が平成２３年４月２
０日付けで下記のように適用拡大になりました。

【適用病害虫の範囲または使用方法の変更の内容】

・作物名「麦類（小麦を除く）及び「小麦」の希釈倍数「乾燥種子１ｋｇ当たり１０倍希釈液３０～５０ｍｌ」を希釈倍数
　「１０倍」使用液量「乾燥種子量１ｋｇ当たり３０～５０ｍｌ」に、希釈倍数「乾燥種子量１ｋｇ当たり５倍希釈液１５～
　２５ｍｌ」を希釈倍数「５倍」使用液量「乾燥種子１ｋｇ当たり１５～２５ml」に、希釈倍数「乾燥種子１ｋｇ当たり原液
　３～５ml」を希釈倍数「原液」使用液量「乾燥種子量１ｋｇ当たり３～５ml」とする。
・作物名「麦類（小麦を除く）」及び「小麦」に適用病害虫名「ふ枯病」を追加。
・作物名「麦類（小麦を除く）」及び「小麦」の使用方法「散布」の使用液量「６０～１５０Ｌ/10a」とする。
・作物名「りんご」「ぶどう」「日本なし」「西洋なし」「もも」「みかん」「かんきつ（みかん、ゆず除く）」「ゆず」「マルメ
　ロ」及び「かりん」の使用方法「散布」の使用液量を「２００～７００Ｌ/10a」とする。
・作物名「アスパラガス」及び「りんどう」の使用液量を「１００～３００Ｌ/10a」とする。
・上記以外の使用液量を「ー」とする。

【適用病害虫の範囲および使用方法】

登録番号：農林水産省登録　第２１４６７号（登録：日本曹達(株)）
有効成分：イミノクタジン酢酸塩・・・２５．０％
毒　　　性：劇物
販売エリア：九州

【変更後】　変更作物のみ



作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝを含む農薬の
総使用回数

赤かび病
１０００～
２０００倍

収穫１４日
前まで

条葉病

ふ枯病

なまぐさ黒穂病
１０００～
２０００倍

-
１０～３０分間

種子浸漬

モニリア病

５００～１０００
倍

休眠期

黒星病 １５００倍

紫紋羽病 ２５０倍 - 苗木植付前 - 根部浸漬

晩腐病 ２５０～５００倍

褐斑病

枝膨病

日本なし

西洋なし

もも 縮葉病 ２５０～５００倍 ３回以内（休眠期は１回以内）

幹腐病

雪腐大粒菌核病
紅色雪腐病

斑点落葉病
褐斑病
輪紋病

すす点病
すす斑病

休眠期

２００～７００Ｌ
/10a

２回以内

散布

５回以内（塗布剤は２回以内、
液剤は１回以内）

３回以内３回以内

１回

収穫前日ま
で

２回以内

２０００倍

ゆず

貯蔵病害
（青かび病）
（緑かび病）

貯蔵病害
（黒腐病）

（白かび病）

貯蔵病害
（青かび病）
（緑かび病）

貯蔵病害
（黒腐病）

（白かび病）

かんきつ
（みかん、ゆ
ずを除く）

２０００～
３０００倍

２０００倍

２０００～
 ３０００倍

みかん

２０００～
３０００倍

２０００倍

黒斑病 ２５０倍

貯蔵病害
（青かび病）
（緑かび病）

貯蔵病害
（黒腐病）

（白かび病）

散布 ８回以内（液剤及び水和剤は
合計６回以内（開花期以降は３
回以内）、塗布剤は２回以内）

黒とう病

２５０倍

１０００倍

休眠湖

収穫６０日
前まで

１回
３回以内（休眠期は１回以内、

生育期は２回以内）

６回以内
（但し、開
花期以降

散布は３回
以内）

４回以内（種子への処理は１回
以内、散布及び無人ヘリ散布
は合計３回以内、出穂期以降

は１回以内）

腐らん病

りんご

１０００倍

１５００～
２０００倍

展葉期

収穫前日ま
で

２００～７００Ｌ
/10a

散布

塗沫処理

種子吹き付け
処理又は塗

沫処理

ぶどう

２回以内

根雪前

は種前

３回以内
（但し出穂
期以降は１

回以内

１回

乾燥種子１ｋｇ当
たり３０～５０ｍｌ

乾燥種子１ｋｇ当
たり１５～２５ｍｌ

乾燥種子１ｋｇ当
たり３～５ｍｌ

紅色雪腐病小麦

１０００倍

１０倍

５倍

原液

６０～１５０Ｌ
/10a



作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝを含む農薬の
総使用回数

マルメロ

かりん

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 茎枯病 １０００倍
収穫終了後
（冬期まで）

５回以内 ５回以内

花腐菌核病
葉枯病

１００～３００Ｌ
/10a

-

２００～７００Ｌ
/10a

りんどう １５００倍

腐らん病 １５００倍 展葉期

８回以内８回以内

４回以内
（但し、開
花期以降

散布は３回
以内)

４回以内（但し、開花期以降散
布は３回以内）

散布

変更なし

＜注意事項について＞

本社　技術普及部　TEL：０９９－２６８－７５８８
東京　技術普及部　TEL：０３－３８４５－７９５１


